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Abstract

   If a  specific  judo player has two  special  techniques at one  time,  it can  be said  that  these two

techniques have something  common  by some  factors. If this relationship  can  be applied  to other

players, it is generally considered  that a player with  one  of these two  techniques as  his specialty  has

the possibillity of  mastering  the other  technique as his other  specialty.  From  this point of view,  the

similarity  of special  techniques was  defined, and  the statistical  structure  and  classification  of  throw-

ing techniques of judo, different from the traditional ones  were  discussed,

   A  questionnares survey  was  conducted  to national  team members  and  the statistical structure  of

special  techniques was  abstracted  by applying  nonmetric  multidimensional  scaling  to the acquired

similarity  matrix.

   The  following conclusions  were  obtained  :

   {1) Among  techniques studied  here, 
"ouchigari",

 
"ippon-seoinage",

 and  
"ostogari"

 have a genral

characteristic,  and  many  players use  them  as  their special  techniques. Therefore, these techniques are

assumed  to be easilly  rnastered  by many  players as their special  techniques.

   {2) The following techniques are  similar  to each  other:"osotegari"  and  
"uchimata",

 
"seoinage",
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‘‘ipPon−seoinage ”

and
‘‘
taiotoshi” and

‘‘

ouchigari
”

and
‘‘kouchigari” 、

　　（Osamu　Aoyagi，　Hikosaburou　Kajiyama ，　Yoshinori　Takeuchi ，
　Ryouzou　Nakamura 　and 　Kouji

Komata ，
“ The 　statistical　structure 　of 　specia 且techniques　among 　the　throwing 　techniques　of 　Judo，“fap．

／．搬 ys，　Educ．，32− 4 ：241− 48
，
　March，1988）

緒 言

　 柔道 の 投技は 総て ， 手 ， 足，腰 などを協 調 させ

た 全身の 働 きに よ っ て 施 され る もの で あ るが
， 従

来 よ り柔 道投技 の 分類 は 「取」 が投 げ る際に 主 と

して 働 く部 分の 名称を取 っ て 分類 の 名称 として ，

手 技 ， 足技 ， 腰技 ， 真捨身技，横捨身技 と分類 さ

れ る の が通常 で ある
19 ）
．

　 し か し
， 例 えぽ

， 手技の 中 の あ る技が 得意だか

ら と い っ て も必ず し も同 じ手技の 中の 他の 技も得

意で ある と い うこ とを こ の 分類は 意味す る もの で

は ない
3）
．なぜ なら，得意技 の 修得は「投げる際に

主 と して 働 く身体部位」 とい う 1 つ の 要因の み で

は 決定され な い か らで あ る． こ の よ うに 柔道投技

（運動技術）を得意技 （運動技能）と し て 個人が修

得しよ うとする場合，例 えば，身長や体重が重要

な要 因 と し て 関与 し て い る場合 もあ り
12）

， 又 ，筋力

や調 整力 が 大 き く関 与 し て い る こ と も考 え られ

る．

　松 田
9｝は 「運 動技術 は心 身の 諸機能 が融合 し ， 統

合 された もの で あ るが，それぞれの 機能 が どの 程

度の 重要 さを持つ か に よ っ て 一定の 構造を持ち，

い くつ か の 型に 分類 す る こ とがで きる」 と述べ て

い る ．こ の よ うな観点か ら Cratty
，
　BJ2 ）は 身体運

動を 規定す る もの と し て ， 1．言 語一運動 ，
2．知

覚
一

運動 ， 3．カー正確性 ， 4．視覚
一

運 動，5．小

筋
一

大筋運動 ， 6．簡単一複雑運動 と い う6 つ の 連

続体 （要因）か らな る 構造を主張 し て い る．又，

浅見
1）

， 五 十 嵐 ら
5）・6），吉岡 ら

17）は 各 々 の 研究 目的か

ら柔道投技をい くつ か の グ ル
ープ に 分類 し，技群

の特性 と体力の 関連に つ い て 検 討 して い る． しか

し ， こ れ らの 分類結果 は 各著者 らに よ っ て 恣意的

に 決定 され た もの で ，必ず しも客観的な方法に よ

る分類結果 で ある とは い えない ．

　さて ， 現場で選手 を指導す る 場合，その 選手 に

最 も適 した 投技を得意技 と して 処方す る こ とは 重

要な問題の 一
つ で ある．その た め に は一般 的傾向

で は あ るも の の
， 修得可能性 と い う観点か ら柔道

の 投技 の 構造を検討 し，その 基礎 資料 を得て お く

こ とは 必 要 であ ろ う と考 えられ る．

　よ っ て ， 本研究で は 柔道投技に つ い て ， 得意技

と して 修得す る とい う観点 か ら運動技能 と して の

投技 の 構造を検討 し， さらに
，

い くつ か の グ ル ー

プに 分類し検討す るこ とが 目的で ある．

研 　究　方 　法

　 1．類似性の 定義

　ある選手が 同時に 2 つ の 投技を得意技と して い

た とす る と，本来別 々 の 技術 で あ る投技が，技能

と して 同
一

に 修得 ・内面化 され うる過程 に お い て ，

そ の選 手の 修得可能性と い う観点 か らは こ の 2 つ

の 投技は 類似 し て い ると考 える こ とがで きる． こ

の よ うな関係が他の 選手 に つ い て 適用 で きる とす

れば 一般 的傾 向 と し て ，
一

方 を得意技 と して い る

者は 他方 も得意技 と し て 修得す る可能性を もっ て

い る と考え る こ とが で きる．

　こ の よ うな観点 か ら投技の 類似性を定義 し ， 同
一選手 が得意技 と して 挙げた 技の 総 て の 組み 合わ

せ の頻度を もっ て 類似性行列を構成 した．

　 　 　 　 表 1　 類似性行列

得意技 と して 「内股亅 r大内刈亅 「体 落」を選

ん だ場 合

一
本
背
負

投

　

小
外

刈

　
　

体
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内

股

　

大

外

刈

　

背
負

投

　

小

内
刈

　

大

内
刈

　 大内刈

　 小内刈　 0

　 背負投 　 0

　 大外刈　 0

　 　 内股 　 1
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　 小外 刈　 o
一

本 背負投 　 o
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∩
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　例 えぽ，ある選手が得意技 として 内股，大内刈 ，

体落 を選 んだ とする． こ の 場合 ， 3つ の 技の 中か

ら 2 つ の技の 組 み合わ せ は 3通 りとなる， こ こ で

［表 1］に 示 した 行列の 「大内刈一内股」 「大内刈

一
体落」「内股一体落」の 要素に 1 を加 え る． こ の

操作を 全て の 選手に つ い て 行な っ た もの を類似性

行列 と考え る こ とに す る．

　 2．分析方法

　1．で定義 した類 似性係数は 因子 分析や 他の 多

変量解 析に 用い られ る類似性係数 （ピ ア ソ ン 積率

相関係数） とは 明らか に その 性質が 異なる．つ ま

り，比尺度や 間隔尺 度で その 類似性 を扱 うの は不

可能で あ り，少な くとも順位尺度で 用 い る の が よ

り妥 当で あ ろ うと考え られる． した が っ て ， 本研

究で は ノ ソ メ ト リ ッ ク な MDS （非計量的多次元

尺度構 成 法m ）を 用 い る こ とに し た ．分析 に は

Krusca1に よ っ て 開発 された M ・D −SCAL をを用

い た ，

　M ・D・SCAL は 求め る べ き布置 X を ス ト レ ス と

呼ぼれ る次 の 量

　　stress ＝ ｛Σ（dlj− a」」）
2
／Σdu2｝　Ix2

　　　但 ， du ：X か ら求め られ る刺激 i
，
　j間の 距

　　　　　　　離

　　　　　a，j ：非 類似 性デ ータ と単 調 関 係 を保

　　　　　　　ちなが ら，

一
方で は d，」と最小二 乗

　 　 　　 　　 　の 関係 を もつ 量で ある．

　 を最小 化す る X を 探すた め に 最急降下 法を繰

り返 し用 い る方法 で あ る．

　 こ こ で ス トレ ス
16 ）は 求 め られ た解 の 適合度 （正

確に は適合度の 悪 さ）を示す指標 と し て の 意味 を

もつ ．実際に は 極 小値 に 収束 し て し ま う危険を防

ぐた め に 初期値を各 々 20回ず つ 変え て 計算 し ， そ

の 中で ス ト レ ス が最小に な っ た布置を採用 した．

　 3．資料

　 対象に な っ た の は 国際試合強化選手97名で ，
ア

ン ケ ー ト調査に よ り 「自分 の 得意技を 5 つ 以内記

せ 」 と い う形式で 回答を得た ． 自由記述形式で 得

た 名称は 「講道館柔道の 技の 名称
8》
」 で 整理 ・統

一

を は か っ た
t「1｝．

　 こ の ア ン ケ ー ト調査 の 結果 ， 得意技 とし て 記述

された技は計23種類あ っ た が，選ぼれ る頻度が少

575063

覧

2921

　

頻

度
（
回
〉

14

ア

oA3CD
匚 F6N

　 　 図 1　 得意技の 頻度

ス トレ ス （単 位 ％ ｝
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ス

　

2

　

図

ない 技 に つ い て は 分析の 対象と は し なか っ た ．結

局今回 分析の 対象 とな っ た の は ， 1．大 外刈，2．一

本背負投 ， 3．大内刈，4．小 内刈 ， 5．内股 ，6．背

負投 ， 7．体落 ， 8．小外刈 （小外掛を含む） の 計

8種類 で ある．［図 1］は こ れ らの 頻度を示 した も

の で ある．

結果及 び考察

　1．柔道投技 に お ける 得意技の 構造

　先に 述ぺ た方法を一流選手 （国際試合強化選手

97名）に適用 し， 典型的な得意技の 構造を検討す

る こ と に する．

　結 果 求 め られ た ス ト レ ス は 4 次 元 解 で は

2．66％ ，
3 次 元 解 で は 7，41％ ， 2 次 元 解 で は

13．60％ ， 1次元解で は 31．77％で あ っ た． ［図 2 ］

は 各次元解 を採用 した場合の ス ト レ ス の 変化を示

した もの で ある． こ の 図か らわか る よ うに 1次元

解か ら 2次元解 へ 移行する際か な り適合度が 改善
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され るが
， 2次元解か ら 3次元解，

さ らに は 4 次

元解 へ 次元 を増や して も適合度は それほ ど改善 さ

れ ない こ とがわ か る． したが っ て こ こ で は増分妥

当性
7）
と い う観点か ら 2 次元解 を採用す る こ と に

する．

　［図 3］は 求め られ た 2 次元解で ， 各投技を 2次

元空間に プ ロ ヅ ト した もの で ある．こ の 図は 先に

述べ た頻似性行列を 2次元空間に 要約 した もの で

あ る． した が っ て ， こ こ で 互 い の 距離が短ければ

短 い 程 多 くの 者 が同時に 得意技 と して い る こ とを

意味 し て お り，反対 に 互 い の 距離が遠けれ ぽ 遠 い

程 ， 両方を得意と し て い る者が少な い こ とを意味

し て い る ．例 えば，大外刈と内股 ， 及 び背負投 と

一
本背負投等は か な り互 い の 距離が短 く，両方を

得意 として い る者がか な りい る と い える．

　次に こ の 布置 （位置関 係） か ら得意技をい くつ

か の グ ル
ープに 分類す る こ とを考 えて み る．［図

4 ］は こ の 布置に階層的な ク ラ ス タ ー分析を施 し

た結果 ， 得 られた デ ン ド ロ グ ラ ム で あ る． こ の 図

は メ ジ ア ン 法を用 い た結果で あ るが
， 最近隣法 の

結果を 除き， 他の 手法の 結果 もこ の 結 果 と ほ ぼ一

致 し て い た ． こ の 図を もとに 点線 の 部 分で 区切 っ

て み る と「大内刈と小内刈」の グ ル
ープ

， 「背負投 ，

一
本背負投 ， 体落」の グ ル

ープ
，

「大外刈 と内股」

の グ ル ープ ， そ して 「小外刈」の み か らな る グ ル
ー

プ の 4 つ の グ ル ープ に 分け て 考 え る こ とが で き

る ．［図 5 ］は ク ラ ス タ リ ン グ の 様 子 も合せ て 先 ほ

ど の 布置を示 した もの で ある．

　布置 の セ ン ト 卩 イ ド付近に は
一

本背負投 ， 大内

刈 ， 大 外刈が 位置 し，こ れ らの 技は比較的多 くの

選 手が得意技 と して い る
一

般的な技で ある とい え

る．反対に小外刈や体落は 本研究で 採用 され た 8
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項 目の 中で は 比較的特殊な技で ある と い える．つ

ま り， 大外刈 ， 大内刈 ，

一
本背負投は 比較的多 く

の 者が得意技と しや すい こ とを意味して お り， 反

対 に 小外刈や体落は個 人の 特 性に 左右 されやす い

技で ある と い うこ とを意味して い る．

　「大外刈 と内股」 か らな る ク ラ ス タ ーは 一
本足

で 施す技で
，

一般に 長身の 選手が得意 とする技群

で ある．反対に 「背負投 ， 体 落 ，

一本背負投」 か

らク ラ ス タ ーは 2本足で立 ち ，

一般 に背の低い 選

手が得意 とする技群で ある．他に 相手の 両足を内

側か ら刈る「大内刈 と小内刈」が同一の ク ラ ス タ ー

を 構成 した が ， 小外刈は唯
一

別の ク ラ ス タ
ー

を構

成 した ．つ ま り ， 同 じ刈る足技で あ りな が ら 「大

内刈 と小内刈」 と 「小外刈」 は 異質 な特性 を もつ

もの で ある とい える．

　 2．従来 の 分類方法 と本研 究結 果 の 一致度 に つ

い て

　先に 述べ た よ うに ， 最も一般的な投技の 分類は

「手技 。足技 ・腰技 ・ 真捨身技 ・ 横捨身技」 と い う

分類法で あ る と い える．今回用 い られた技 は 全て ，

手技と足 技の み で あ っ た が ， 今回の 分類の 結果 と

手技 ・足 技 とい う分類 法の
一

致度 に つ い て 分割表

の 形式で 表わ した の が ［表 2 ］で ある ， こ の 分割

表か ら従来の 分類法 と今回の 分類結果 が ど の 程度

一致し て い るか （関連があ る か ）検討す るた め に

X2検定を行な っ た ．結果 ，
　X 　

2・＝ 8．00，
　df（自由度）＝

3 ， 独立係数
4） （contingency 　coethcient）＝ O．707

で あ り ，
こ れ は 5％の 有意水 準で 有意 とな り， 2

つ の 分類法 に共通点が 見出 され た ．

　 また ， 講道館は 明治28年 に投技指導の要 目 と し

て 五 教の 技を制 定した
1°）
． こ れは第

一
教か ら第五

教 よ り構成され ， 修得が容易な技か ら比較的修得

する の に 時間が必要な もの を分けた もの で ある．

本研究の 場 合 ， 全 て第一教 と第二 教 に 含 まれて し

まい
， 第 三教 以上 の 技 は 得意技 として は 選ばれて

い なか っ た． こ の 五 教 の 技 の 分類 と今 回の 分類結

果 と一致の 程度を分割表の 形式で 示 した の が，［表

3］で ある．X2検定の 結果 X2 ＝ 1．33
，
　df＝ 3， 独立

係数O．378とな り，有意な関連を示 さ なか っ た．五

教 の 技の 分類法は先 に 述べ た Cratty
，
　 B．J．2｝の 「簡

単
一

複雑運動」連続体に相当する もの の
一

つ と

表 2　従来の 分類法 と本研究の 結果 の 比較

本 研 究 の 結 果

刈桝弓　

投

　

負

投

背

落

負

本

背
　

体

ぜ
ハ

メ

内

内

大

小

刈

股

外大

内

従 来の

分類方法

手 　技　　 0 0 3 0

足 　技　 　　2 2 0 1

κ
2 ＝8．00　DF ＝3　cont   gency　coe伍cient ＝O．707

衰 3　 五 教 の 技 の 分類 法 と本研究 の 結果 との 比 較

本 研 究 の 結 果

刈叫4　

投

　

負

投

背

落

負

本

背
一

体

刈

刈

内

内

大

小

刈

股

外大

内

五 教技 の

分類方法

第一教　 　　1 1 2 0

第二 教　　　1 1 1 1

Xz ＝ 1．33　 DF ＝ 3　 centingency 　coe 伍cient ＝ 0．378

考 える こ とが で き， 有意な一致がみ られなか っ た

こ と に つ い て は今回の研 究 の 範囲内で は 得意技の

修得に こ の よ うな要因の 関与が否 定 され た こ と に

な る．

　大滝
13）は 五 教 の 技 を中心 に 各技 の 名称が ， （1）

力の 働 き，（2）身体の 部位の 名称 ， （3）動作す る

方向，（4）技の 形式，（5）技 の 気 分 の 5 つ が 適宜

に 組み 合わ さっ て い る こ とに 注目 して い る．例 え

ぽ ， （1）力の 働 きに つ い て は払 （うちは ら う）， 釣

（お び きだ す），支 （つ っ か い す る）， 跳 （はね る ・

とばす）等で あ り，（2） 身体 の 部位 の 名称に つ い

て は 足 ， 腰 ， 肩 ， 膝，体，股，背の 7 つ の カ テ ゴ

リーを見出 して い る． また，（3）動作す る方向に

つ い て は 後 ， 横， 裏， 隅 ， 内， 外 ， 出の 7 つ で あ

り， （4）技の 形式に つ い て は車 ， 大，小，俵 ，巴 ，

谷 ， 帯 ， 嵐の 8 つ の カ テ ゴ リ
ー

を見 出 して い る．

［表 4］は今回の 分類結果 と， （1）力の 働 き， （2）

身体の 部位 の 名称 ， （3）動作する方向 ， （4）技の

形式の 各 々 の 分類法 との 一致 を検討 した もの で あ

る （E2 ）．結果 は 全て の 要因が 有意な関連を示 さな

か っ た。 これ は技の 名称が必ずし も 「得意技の 修

得に つ い て は有意 な関連 を示す もの で は ない 」 と

い うこ とを意味 して い る こ とにな る．

　浅見
1）は 得意技 と体力と の 関連を検討す る に あ
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表 4　 大滝 の 分類法 と本研究 の 結果 の 比較

本 研 究 　の 　結 果

大 外刈 　 　大内刈

内 股 　小内刈

背 負投 　　　 小外 刈

一本背 負投

体 　落

刈る ・の ぞ く

力 の 働き
に よる　　落 とす
分類方法
　 　 　 　 に な う

1 2 0

0 0 1

0 0 1

1

。　 5i謝 ゜

　 　   ＝ 0．707
0

身 体 の 部
位 に よ る

分類方法

体 0 0 1

股 1 0 0

背 0 0 1

o

。　 6偽 °゚

　 　   ； 0．707
0

方 向 に よ

る

分類方 法

内 1 2 0

外 1 0 0

形状 に よ

る

分頬 方法

大 1 1 0

、 0 1 0

゜
　 5i趨

91

1　 　   ＝ 0．607

°

　 B／
＝

．

2i°°

1　　　　　  ＝0．577

注）CC ：ContingenCy　coe 伍cient

衰 5　 浅見の 分類法 と本研究の 結果 との 比 較 衰 6　五 十 嵐 らの 分類法 と本研究 の 結果 と の 比較

本 研 究　の 結 果

大外刈　大内 刈　背負投 　　　小外 刈

内 股 小内 刈
一

本背 負投

　 　 　 　 　 　体　落

本 研 究　の 　結 果

大外刈　大内刈　背負投　　　小 外刈

内　股　小内 刈　
一

本 背負投

　 　 　 　 　 　 体 　 落

一
本足 前方系　　 10 0 0 背負投 ・体落

　 　 　 　 　 　 0一
本背負投

o 3 0

浅見の

分須 方法

一
本 足前 方系 　 　 　12 o 1

二 本 足系 o0 3 0 五 十嵐の

分顛方法

内股 ・跳 腰 1o 0 0

x2
＝1LOO　 DF ＝6　 conti   ency 　coe 儡cient ＝ 0．761

大外 刈 ・払膜
　 　 　 　 　 　 1
釣込膜

o o 0

夫内 刈 ・送足
　 　 　 　 　 　 0
払 ・小内 刈

2 0 0

た り， 投技を次の 3 つ の グ ル ープ （系）に 分類 し

て い る．つ ま り， （1）一本足前方系（内股，払腰 ，

跳腰等），（2）一
本足後方系（大外刈 ， 大内刈 ， 小

内刈）， （3）二 本足系（背負投 ， 体落 ， 釣込腰 ， 大

腰等）で あ る ．
こ の 分類法 は何本足で 立 っ て い る

か
， そ し て 前方へ 投げる か ， 後方 へ 投げ る か とい っ

た 運動 パ タ ーン か らみ た 分類法 と い える，［表 5］

は 浅見の 分類法 と今回 の 結果の
一

致に つ い て ま と

め た 分割表 で あ るが
， 統計学的に は有意な関連は

示 さなか っ た．

　五 十嵐 ら
5｝・6｝は得意技の 調査 と平行し て

， 選手 と

体力 テ ス ト を実施 し，各得意技 別 に 体 力 ブ ロ

フ ィ
ール を 描 き，同傾向の 特性を示す得意技群 を

4 つ の グ ル
ー

プ に ま とめ て い る．つ ま り，第
一

群

は「背負投 ， 体落 ，

一
本背負投」， 第二 群は 「内股 ，

x2 ； 14、OO　DF ＝ 6　contingency 　coefficient＝0．817

跳腰」， 第三 群は 「大外刈 ， 払腰，釣込腰」， 第四

群は 「大内刈， 小内刈， 送足払」 で ある． こ れは

体力 と関連づ けて 分類 した もの と考 えられ る． こ

の 分類結果 と本研究の結果 を分割表 の 形 で
一
致度

を示 した の が ［表 6 ］で あ る． こ れは X2 検定 の 結

果 ， X2 ＝ 14，00，　 df＝ 6 ， 独立係数0．817とな り，

5％水準で 有意な関連を 示 した ． こ の よ うに 本研

究 の 分類結果は 体力 と関連づ けて 考える こ とがで

きる．

　以上，従来の 分類法及 び他の 研究結果 と今回 の

結果を比較検討す る と修得の 容易 さ （簡単一複雑

運動）， 技 の 名称及 び動作 パ タ ー ン は 重要な要 因 と

は な らず ， 五 十嵐 らの 結果や 「手技・足技」と い っ
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た 分類結果 と多 くの 共通点が み られ る こ とか ら体

力的要因が よ り重要 な要因 と して 関与 して い る の

で は な い か と考え られ た．

要 約

　特定の 選手が 同時に 2 つ の 技を得意 とし て い た

とする と， こ の 2 つ の 技は 何 らか の 要因に よ り共

通 した特性 を もつ 技で ある と い う こ とがい える．

こ の よ うな関係が 他の選手に つ い て もい え るな ら

ば ，

一
般的傾向 として

一方の 技を得意技 と して い

る者は
， 他方の 技も得意技 と し て 修得で きる可能

性 をも っ て い る と い え る． こ の よ うな観点 か ら得

意技の 類似性を定義 し ， 従来か らの 分類法 とは 別

に 柔道投技 の 構造及 び分類 を検討 した ．97名 の 国

際試合強化選手 を対 象 に ア ン ケ ー
ト調査を 行な

い
， 得 られ た類似性行列 に 非計量的多次元尺度構

成法を適用 して ， 得意技の 構造を抽出 した．

　得 られ た結果は次の 通 りで ある．

　（1）本研究で 用 い られた 技 の 中で は ，大内刈 ・

一本背負投 ・大外刈は 一般的 な特質を持ち，多 く

の 者が共通 して 得意技 として用 い て い る． こ の こ

とか ら，
こ れ ら の 技は 多 くの 者が共通 し て 得意技

と して修得 しや す い 技で あろ うと推測 され る ．

　（2）大 外 刈 と内股 ・背負投 と
一

本背 負投 と体

落 ・大内刈 と小内刈は各 々 その 特性が 似て い た ．

　（3）従来 の 分類法及 び他 の 研究結果と今回 の 結

果を比較検討す る と
， 修得の 容易 さ （簡単

一
複雑

な運動）や 技 の 名称，つ ま り，動作 パ タ ー
ン は 重

要 な要因 と は な らず，体力的要 因が よ り重要 な要

因 とし て 関与 して い る の で は ない か と考 え られ

た ．

　本研究は 全 日本柔道連盟強化委員会科学研究部の 協力の

下 で 行 な わ れ た もの で あ る．

注

注 1） た だ し 「一本背負投」は 同書
s，
に よれ ば 「双手背

　負投」 と同 じ 「背負投 」 と して 分類され て い る が，

　実際問題 と し て は 分けた 方 が現実的なの で 今回 は 特

　に分けて検討す る こ とに した．

注 2 ）た だ し 「5．技の 気分 に よ る分類 」は 該当す る技

　が 「山 嵐」 の み なの で，今 回 は 検討の 対象に は しな

　 い こ とに す る．　　　　　　 　　　　　
凵
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